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第 8 期 第 4 回議事概要（案） 

第 8 期 第 4 回足立区あらかわ市民会議 

●開催日 

 平成 24 年 6 月 29 日（金） 

  午後 3 時から午後 5 時 

 

●開催場所 

 足立区役所本庁舎南館 4 階 作業室 

 

 

●出席者 

 16 名（全構成員：14 名） 

●議題 

 １  開会 

２ 構成委員及び事務局紹介（資料 1） 

３ 議事録確認委員の選出について 

４ 報告・情報提供 

(1) 五反野ワンド広場植生管理等調査の報告(資料 2) 

(2) 「五反野ワンドの自然再生を考える会」について(資料 3)

(3) 荒川将来像計画 2010 地区別計画の公表について 

(4) 千住桜木地区の自然地管理・運営検討会について(資料 4)

(5) 第 34 回荒川の将来を考える協議会の報告（資料 5） 

(6) 荒川放水路変遷誌について 

(7) 平成 24 年度の工事情報（資料 6） 

(8) 緊急時の情報周知について(資料 7) 

 ５  その他  次回の開催予定日 

委員の変更（４月の人事異動に伴う変更） 

 ・荒川下流河川事務所 所長：波多野、用地第二課長：菅沼 

 ・足立区 企画調整課 土田、みどり推進課 長島  

            平井、小田部、加藤 
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３．議事録確認委員の選出について 

原田、矢野委員が選出された。 

４．報告・情報提供 

（１）五反野ワンド広場植生管理等調査の報告 

（南部公園管理事務所）資料 2 説明） 

  （南部公園管理事務所  ワンド広場で確認できた草花、チョウ類、その他昆虫類、鳥類について説明） 

委 員）資料について、オツネントンボではなく、オツネイトトンボです。 

   外来種についてはどのようにするのか。 

足立区）範囲は限定するが、一部は残す方向です。 

委 員）外来生物であり本来ここにいてはいけないものもあると思いますが、駆除はしたりしていますか。 

足立区）駆除は特に行っていません。 

委 員）今日報告していただいた調査などはずっと実施していたのか。 

足立区）1999 年から約 12 年間実施しています。 

委 員）予算措置はどのようになっているのか、他の場所でも出来ないのか。 

足立区）占用地や公園も増えていますので、なかなか出来ません。回数で調整しているところはあります。

行政だけでなく、皆さんと一緒にならやっていけるかもしれません。行政だけでは難しい時代にな

っていると思います。 

委 員）小学校の授業とタイアップして、子供達の創造力を喚起させるような企画ができないでしょうか。 

委 員）校外活動として行っているところはあるが、理科や社会の授業で行っているわけではない。絡め

ることはできないか。 

委 員）環境フォーラムでの環境基本計画と連動できればよいのではないか。 

委 員）環境保全課と連動させなければいけないのではないか。 

足立区）連動できる企画であればやっております。 

議 長）他でもこれと同様にうまくやっていけたらと思います。 

 

（２）「五反野ワンドの自然再生を考える会」について 

（資料３説明） 

委 員）7 月 11 日に、先生が調査に見えるので、市民会議の委員でご都合の付く方は五反野ワンドへいら

してください。先生にいろいろご指導いただきたいと思いますので。 

 

（４）千住桜木地区の自然地管理・運営検討会について 

（資料４説明） 

足立区）受益者は応分の負担をすべきだと思う。台東区、荒川区にも議論に参加してほしい。 

 

（３）荒川将来像計画 2010 地区別計画の公表について 

（公表の経緯について説明） 

 委 員）パブリックコメントによる内容の変更はあったか。 

 足立区）変更はありません。 

 

（５）第 34 回荒川の将来を考える協議会の報告 

（資料５説明） 

委 員）舟運ではないがイベントとして、荒川で５km 遠泳大会などを開催したらどうですか。 
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（６）荒川放水路変遷史について 

（冊子紹介） 

 

（７）平成 24 年度の工事情報 

（資料 6 説明） 

 

「ふるさと桜オーナー募集」について説明 

 

（８）緊急時の情報周知について 

（資料 7 説明） 

 

５．その他 

委 員）五反野ワンドの会について、荒下の協力を是非とも求めたい。 

議 長）「川で見つけた国際交流」について、現在あらかわ学会の方で、ポトマック川との姉妹河川提携が

形骸化していたものを、将来に向けて、ポトマック川関連の NGO と改めて協定を結び直して、川

どうしの交流を深めたいと考えています。 

 


